


































されてきた。また、研究が蓄積されてきたことから、Hagger et al.（2010）は、1998 年から























（Vohs et al. 2003）、使いすぎると合理的な意思決定ができなくなることから、「筋肉」にも例






おり、実験では Stroop テスト (3) や文章内の“e”の消去課題、自由回答時の思考の抑制など

























































































































































































































































































ミットメント (7) の規則が破られ、その結果、“どうにでもなれ効果”(8) が生じ、衝動を抑える
モチベーションがなくなってしまうためである。








































































Fedorikhin and Patrick（2010） ○ ○ 覚醒
Fishbach and Labroo（2007） ○ 目標の認識
Tice et al.（2007） ○ 感情のタイプ
??
Argo and White（2012） ○ ○ パッケージ
Schmeichel and Vohs（2009） ○ 解釈レベル
Wilcox et al.（2011） ○ ○ 目標の認識／自己認識
?????
Job et al.（2010） ○ 知覚疲労感
Moller et al.（2006） ○ 自己決定感
Patrick and Hagtvedt（2012） ○ モチベーションの源泉
外的要因
????
Baumeister et al.（2005） ○ 自己認識
DeWall et al.（2008） ○ 自己認識
Fennis et al.（2009） ○ フット・イン・ザ・ドア技法
Freeman and Muraven（2010） ○ プロスペクト理論
Fishbach and Trope（2005） ○ 社会的規範
Khan and Dhar（2006） ○ 自己概念
Usta and Häubl（2011） ○ 自己概念／自己統制感
Vohs et al.（2005） ○ 自己概念
Wilcox and Stephen（2013） ○ SNS／自尊感情／紐帯
?????Dholakia et al.（2005） ○ 制御焦点理論
Mukhopadhyaya and Joharb（2009） ○ 自尊感情
Redden and Haws（2013） ○ セルフ・コントロール性向
Vohs et al.（2008） ○ 選択肢数
?????
Di Muro and Noseworthy（2013） ○ 知覚所有価値／自尊感情
do Vale et al.（2008） ○ 心配
Raghubir and Srivastava（2009） ○ 心理的財布
Thomas et al.（2011） ○ 支払いの痛み


















その効果の検証方法について、Zhao et al.（2010）、Rucker et al.（2011）などが批判をしてい
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